
土砂災害の前兆現象について 
 

土砂災害の前兆現象の例※ 
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山・  

斜面・ 

がけ 

・渓流付近の斜面が崩れだす 

・落石が生じる 

・がけに割れ目がみえる 

・がけからは小石がパラ

パラと落ちる 

・斜面がはらみだす 

・地面にひび割れができる 

・地面の一部が落ち込

んだり盛り上がった

りする 

水 

・川の水が異常に濁る 

・雨が降り続いているの

に川の水位が下がる 

・土砂の流出 

・表面流が生じる 

・がけから水が噴出する 

・湧水が濁りだす 

・沢や井戸の水が濁る 

・斜面から水が噴き出す 

・池や沼の水かさが急

減する 

樹木 ・濁水に流木が混じりだす ・樹木が傾く ・樹木が傾く 

その他 ・渓流内の火花  
・家や擁壁に亀裂が入る 

・擁壁や電柱が傾く 

聴覚 

・地鳴りがする 

・山鳴りがする 

・転石のぶつかり合う音 

・樹木の根が切れる音がする 

・樹木の揺れる音がする 

・地鳴りがする 

 

・樹木の根が切れる音

がする 

嗅覚 ・腐った土の臭いがする  

 

（注）上記のほか地響きや地震のような揺れ等を感じることもあるが、土砂災害の発生前に 

必ずしも前兆現象が見られるわけではない。 

前兆現象が確認されたときは、既に土砂災害が発生している、又は発生する直前である 

ため、ただちに避難行動をとるべきである。 

 
※ 表については国土交通省河川局砂防部「土砂災害警戒避難に関わる前兆現象情報の活用のあり方について」 

（平成 18 年 3 月）からの転載、注書については内閣府が記載 

 


